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京都市生物多様性プラン（2021-2030）の評価指標

⑴ 考え方
生物多様性の状態を端的に表す指標はなく，統計値や事業実績などの個々の増

減のみの評価はなじまないことから，本プランの評価に当たっては，複数の客観
的・主観的指標を設定し，指標ごとの評価を行ったうえで，各目標・達成項目の
達成状況を総合的に判断する。

⑵ 評価のイメージ
例えば，目標の達成項目ごとに１つ又は複数の指標を設定し，指標の推移に応

じて達成度をＡ～ Ｅの５段階で評価する。また，達成項目の評価を踏まえ，各
目標の達成度も同様に評価する。
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⑶ 指標例

京都らしさを支える生物多様性の持続可能な利用を図る

・「京の生きもの・文化協働再生プロジェクト」参加者数

・緑被率

・エコツーリズムの実施実績 等

生息・生育地と種の多様性を保全・回復する

・重点保全地域のうち保全活動を実施している地点数

・地目別面積（田, 畑）

・耕作放棄地面積

・エコファーマー認定者数 等

生物多様性に配慮したライフスタイルへの転換を図る

・自然を身近に感じている人の割合

・生物多様性とのつながりを認識している人の割合

・生物多様性に配慮した製品を優先的に購入している人の割合 等

社会変革に向けた仕組みを構築する

・生物多様性保全の担い手宣言制度（仮称）登録者数

・生物多様性保全活動団体数

・京の生きもの生息調査報告数 等
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京都市生物多様性プラン（2021-2030）の評価指標

（参考）
2030年度までの目標
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